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VB.NETのデータ処理は、「ADO.NET」

というものを使うのだが、巷の解説で

は、Visual Basicの歴史を飛び越えて、

現在のシステムを解説しているものが

多く、昔からのVisual Basic愛好者には

よくわからないものが多い。

そこへ持ってきて、ADO.NETには、

データを表示するのにDataSet、Data

Reader、DataViewなど、いろいろなも

のがあり、それを使うための処理にも、

多くの手段があるようだ。

長い間Visual Basicに慣れてきた我

輩などには、まことにわかりにくい。

そこで、.NETに詳しい、部下の東山君

に、山のような質問をぶつけて、我輩

流に理解したことを書いてみることに

した。

DAO
Visual Basicの歴史を見てみると、最

初は「DAO（Data Access Object）」と

いうものがあった。DAOのオブジェク

ト構成は、概ね図1のようになっていた。

ごく簡単にデータ処理のアプリケー

ションを作成するための手段として

「データコントロール」や「連結コント

ロール」というありがたいコントロー

ルが提供された。

また、リモートデータアクセスのた

めに、「RDO（Remote Data Access Ob
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ject）」というものもあった。

DAOは、Jet、ODBC、ISAMなどの

多くのデータソースに比較的簡単にア

クセスすることができるので、夢中に

なって勉強したものだった。

ADO
Visual Basic 6.0（以下VB6）になっ

て「ADO（ActiveX Data Objects）」と

いうものが発表された。ADOのオブ

ジェクトの構成は、概ね図2のように

なっており、OLE DBプロバイダに

よって、SQL Server、Oracle、Jet、

ODBCなど、いろいろなデータソース

にアクセスできる柔軟性を持つように

なった。

テーブルの構造などの処理や、それ

に関するプロシージャなどの拡張機能

としてADOX（ActiveX Data Objects

Extensions for DDL and Security）と

いうものもあり、データコントロール

や連結コントロールも、さらに使いや

すくなった。

また、リモートデータを処理するた

めのサービスとして、RDS（Remote

Data Service）が提供され、「3階層シ

ステム」という言葉が流行になったこ

ともある。

しかし、DAOと基本的に考え方が違

うこと、コードの書き方によってパフォー

マンスがDAOに劣る場合があるなどの

ためか、日本ではなかなか受け入れら

れなかった。

なお、VB6で記述したADOに関する

処理は、「アップグレードウィザード」

を通せば、そのままVB.NET上で動か

すことができる。また、ADOとADO.NET

は、混在して使うことも可能である。

余裕がなければ、無理してADO.NET

に書き直す必要はない。

ADO.NET
VB.NETでは、新たにADO.NETと

いうデータアクセスの機能を搭載した。

ADO.NETのオブジェクト構成は、概

ね図3のようになっている。

ADO.NETは、多階層プログラミン

グを強く意識し、非接続型のデータア

クセスを可能としており、XMLがサ

ポートされている。

以前のADOに類似するように設計さ

れているので、ADOによるプログラミ

ングの経験がある人にとっては、一見

親しみやすいように見える。

しかし、基本的な考え方の相違も

あって、これもまた、日本では、.NET

嫌いを生み出す原因のひとつになって

いるようである。

我輩もなかなか.NETになじめなかっ

たのだが、このADO.NETは少し触

わっただけで、その便利さの虜になっ

てしまった。しかしADO.NETには数

多くの機能があり、その使い方もさま

ざまである。そこで、以降では、我輩

の行なってきた実験をそのままお見せ

しながら、解説することにする。

ADO.NETも、ADOと同じように、

まずデータソースとの接続を行なうこ

とから、処理が始まる。このための

「Connection」オブジェクトは、ADO

のそれとほとんど同じように使うこと

ができる。

ただ、VB.NETの開発環境には、

「サーバーエクスプローラ」というもの

があり、これを利用すれば楽をするこ

とができる。
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図1：DAOのオブジェクト構成の概略
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図2：ADOのオブジェクト構成の概略
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図3：ADO.NETのオブジェクト構成の概略
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